
近世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成

狩
谷
披
斎本
を
中
心
と
し
て

橋

本

雅
　
之

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
（
以
下
、
当
国
風
土
記
）
は
、
和
銅
六
年
五
月
の
官
命
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
公
文
書
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
古
風
　
　
　
一

土記
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
現
存
す
る
古
風
土
記
は
、
い
ず
れ
も
他
の
上
代
文
献
に
比
べ
て
伝
来
す
る
写
本
の
数
も
少
な
く
、
三
条
西
家
本
　
　
　
－

播
磨国
風
土
記
を
除
き
、
鎌
倉
時
代
を
遡
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
秋
本
吉
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
風
土
記
は
長
く
第
二
義
的
な
文
献
と
考
え
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
一
）

ら
れ
て
き
た
た
め
、
風
土
記
そ
の
も
の
の
研
究
が
進
展
し
な
か
っ
た
、
と
言
う
。
確
か
に
、
風
土
記
そ
の
も
の
の
研
究
は
近
世
に
入
る
ま

で
行な
わ
れ
な
か
っ
た
。
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
、
初
期
に
は
い
ま
だ
し
い
状
態
で
あ
り
、
文
化
・
文
政
期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
本
文
の

注
釈
的
研
究
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
風
土
記
の
研
究
は
さ
ま
ざ
ま
の
分
野
で
進
展
し
て
き
た
が
、
江
戸
期
の
注
釈
的

研
究
の

方
法
や

形
成を
体
系
的
に
考
察
し
展
望
し
た
も
の
は
出
て
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
現
状
に
鑑

み
、
と
り
わ
け
『
常
陸
国
風
土
記
』
を
中
心
と
し
て
近
世
注
釈
の
形
成
の
あ
り
さ
ま
を
、
特
に
注
釈
方
法
の
観
点
か
ら
考
え
て
行
く
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
二
）

を
目
的
と
す
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
は
、
す
で
に
伴
信
友
本
（
以
下
、
伴
本
）
を
対
象
と
し
て
す
で
に
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
本

稿は
、
こ
の
前
稿
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
論
を
す
す
め
て
行
く
。
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
狩
谷
披
斎
本
（
以
下
、
狩
谷
本
）
で
あ

る
。

近
世
に

お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成



近世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
」
注
釈
の
形
成

　
論を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
当
国
風
土
記
の
諸
本
系
統
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
ゆ
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
秋
本
吉
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
三
）

飯田
瑞
穂
・
林
崎
治
恵
の
諸
氏
に
よ
り
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
秋
本
吉
郎
・
飯
田
瑞
穂
の
両
氏
に
よ
る
と
、
現
存
し
な
い
彰
考

館
本
の忠
実
な
写
本
と
考
え
ら
れ
る
菅
政
友
本
（
以
下
、
菅
本
）
を
、
彰
考
館
本
そ
の
も
の
と
仮
定
し
て
調
査
す
る
と
、
当
国
風
土
記
写

本
の
初
期
系
譜
は
、

　
　
彰
考
館本
ー
ー
武
田
祐
吉
氏
旧
蔵
本
ー
ー
松
下
見
林
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
四
）

と
い
う
親
子
関
係
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
林
崎
治
恵
氏
は
こ
の
説
に
対
し
て
、
独
自
の
調
査
を
さ
れ
た
結
果
、
菅
本
と
武
田
祐
吉
氏
旧

蔵本
（
以
下
、
武
田
本
）
・
松
下
見
林
本
（
以
下
、
松
下
本
）
と
の
間
に
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
異
同
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
武

田本
が
前
田
本
（
尊
経
閣
本
、
現
存
せ
ず
）
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
推
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　「
…
…
－
彰
考
館
本
（
乙
）
－
…
－
－
－
…
丙
類
の
親
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
前
田本
ー
1
1
「
ー
ー
彰
考
館
本
（
甲
）
　
、
　
菅
本

武
田
本

松
下本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
五
）

と
い
う
系
譜
が
、
現
段
階
で
は
最
も
可
能
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
論
は
、
当
国
風
土
記
の
諸
本
研
究
の
中
で
、



最
も
詳
細
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
説
に
従
い
た
い
と
思
う
。

　さ
て
、
本
論
で
取
り
上
げ
る
狩
谷
本
の
系
統
で
あ
る
が
、
林
崎
氏
に
よ
る
と
こ
の
本
は
、
上
記
系
譜
中
の
丙
類
に
属
す
る
本
で
あ
り
彰

考
館
本

（乙
）
系
の
一
本
と
認
め
ら
れ
る
。
以
上
、
こ
れ
ま
で
の
諸
本
研
究
を
参
考
に
し
て
み
て
ゆ
く
と
、
諸
本
系
統
の
う
え
で
は
、
狩

谷本
は
、
彰
考
館
本
（
乙
）
を
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
。

二

　
本節
で
は
、
ま
ず
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
簡
単
に
書
誌
的
な
解
説
を
し
て
お
き
た
い
。
狩
谷
本
は
、
現
在
は
国
立
国
会
図
書
館
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
袋
綴
で
縦
二
七
・
一
×
横
一
八
・
八
。
原
表
紙
の
外
に
、
帝
国
図
書
館
の
表
紙
で
綴
じ
て
あ
る
。
そ
の
左
上
に
「
常

陸国
風
土
記
全
」
と
記
し
た
題
箋
が
あ
る
。
原
表
紙
に
は
「
常
陸
風
土
記
」
と
直
に
記
す
．
紙
数
＝
軒
ハ
＝
。
但
し
、
墨
付
は
三
＋
　
一

一
丁
表ま
で
。
こ
れ
に
つ
い
て
林
崎
氏
は
「
お
そ
ら
く
裏
表
紙
に
貼
っ
て
い
た
も
の
が
は
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
す
る
。
一
行
十
八
字
　
　
　
3

詰
一
面
七
行
で
、
墨
及
び
朱
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
奥
書
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
延賓
五
丁
巳
仲
春
以
加
賀
本
謄
録

　
　
　實
暦
八
戊
寅
四
月
望
日
艸
之

　
　
　右
借
紗
干
中
山
信
名
所
蔵
、
校
勘
一
過
。
按
是
書
」
以
真
壁
郡
、
作
白
壁
郡
。
則
今
名
避
　
　
　
　
」
光
仁
天
皇
御
諄
所
改
。
是

　
　
　
書
之成
、
於
延
暦
巳
前
」
亦
可
推
知
也
。
唯
多
為
後
人
所
刷
節
、
殊
足
惜
焼
。
」
今
為
補
訣
三
條
、
定
知
沽
一
滴
、
於
河
海
、
為
無
」

　
　
　益
。
然
好
古
之
癖
、
不
能
黙
止
之
所
為
、
幸
勿
噛
焉
。
」
液
斎
望
之
志

と
あ
り
、
中
山
信
名
所
蔵
本
を
借
り
受
け
て
、
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
山
信
名
本
（
以
下
、
中
山
本
）
は
、
現
在
静

嘉
堂
文庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
飯
田
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
現
存
中
山
本
に
は
「
延
寳
五
丁
巳
仲
春
以
加
賀
本
謄
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
七
）

實
暦
八
戊
寅
四
月
望
日
艸
之
」
の
奥
書
な
く
、
披
斎
が
借
り
受
け
た
も
の
は
別
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
に

お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成



近世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
」
注
釈
の
形
成

　
披斎
が
、
い
つ
こ
れ
を
転
写
し
た
の
か
、
今
残
る
資
料
か
ら
は
容
易
に
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
状
況
に
基
づ

き
、
あ
る
程
度
は
推
測
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
現
存
中
山
本
を
み
る
と
「
以
伴
信
友
本
一
校
云
々
」
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ

れた
伴
信
友
本
は
、
国
会
図
書
館
に
現
存
し
、
そ
の
奥
書
か
ら
文
化
八
年
に
松
下
本
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

当
国
風
土
記
の
写
本
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、
松
下
本
（
武
田
本
は
書
写
年
不
明
）
を
除
き
、
文
化
年
間
以
前
に
転
写
さ
れ
た
と
い
う
確
実

な
証
左
な
く
、
む
し
ろ
文
化
年
間
以
後
写
本
が
急
増
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
文
化
年
間
に
入
り
当
国
風
土
記
に
対
す
る
関

心
が高
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
液
斎
の
転
写
も
文
化
年
間
以
後
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
披
斎
の
本
文
研
究
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
近
世
に
お
け
る

『常
陸
国
風
土
記
』
の
研
究
に
つ
い
て
l
l
資
料
編
1
ー
」
と
題
し
、
四
回
に
分
け
て
狩
谷
本
・
伴
本
・
小
宮
山
昌
秀
本
・
中
山
本
．
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
八
）

野
宣
明

板
本

（以下
、
西
野
本
）
の
五
本
の
、
書
き
入
れ
．
頭
注
を
比
較
検
討
す
る
た
め
の
資
料
を
作
成
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
多
　
　
　
　
一

く
を
こ
の
資
料
に
基
づ
き
狩
谷
本
の
書
き
入
れ
の
実
態
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
さ
て
、
狩
谷
本
の
書
き
入
れ
を
分
類
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
　
　
　
4

次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　A
、
文
字
批
判
　
　
　
（
＝
二
五
例
）

　
　B
、
他
文
献
引
用
　
　
（
六
十
四
例
）

　
　C
、
異
本
校
合
　
　
　
（
七
十
六
例
）

　
　D
、
他
郡
記
述
引
用
（
四
例
）

　
文

字
批判
が
、
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
披
斎
の
研
究
中
心
が
本
文
研
究
に
あ
る
こ
と
、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
か
か
る
研
究
の

傾向
は
、
実
は
近
世
に
お
け
る
当
国
風
土
記
研
究
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
伴
本
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
み
て
も
、
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
言
え
る
。
信
友
は
文
化
八
年
・
同
十
四
年
・
文
政
元
年
の
三
回
に
わ
た
り
書
き
入
れ
を
施
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
分
類
し
て
ゆ

く
と
、



　
　
異
本
校
合　
　
（
三
八
六
例
）

　
　文
字
批
判
　
　
（
一
四
八
例
）

　
　
訓
読
説
　　
　
（
三
〇
四
例
）

　
（
注
九
）

と
な
り
、
文
字
批
判
に
異
本
校
合
を
合
わ
せ
る
と
、
信
友
の
全
書
き
入
れ
の
六
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
傾
向
が
生
じ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
伝
来
し
て
き
た
当
国
風
土
記
写
本
が
善
本
で
な
い
こ
と
に
由
来
す

る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
点
か
ら
考
え
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
天
保
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
（
西
野
宣

明注
、
以
下
、
西
野
本
）
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
本
文
校
訂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
端
的
な
例
と
し
て
、
朝
日
古
典
全
書

の

『風
土記
』
上
（
久
松
潜
一
氏
校
注
、
以
下
、
久
松
注
）
が
、
西
野
本
を
底
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
西
野
本

を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
秋
本
吉
郎
氏
の
岩
波
古
典
大
系
『
風
土
記
』
の
当
国
風
土
記
本
文
を
み
て
ゆ
く
と
、
西
野
本
の
説
の
う
ち
　
　
　
　
「

九
一
箇
所
の
誤
り
な
い
し
不
備
を
訂
正
し
て
い
る
反
面
、
実
に
一
七
七
箇
所
の
本
文
を
西
野
本
や
群
書
類
従
本
に
よ
っ
て
訂
正
し
て
い
る
。
　
　
　
5

西
野
本
の

価値
は
今
も
失
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
西
野
本
に
対
す
る
依
存
の
大
き
さ
は
、
逆
に
現
存
写
本
の
信
頼
性
が
低
い
こ
　
　
　
　

と
を
物
語
る
。
信
友
や
披
斎
の
研
究
が
文
字
批
判
を
中
心
と
す
る
の
も
、
か
か
る
事
情
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
二
人
の
研
究
は
大
な
り
小
な
り
西
野
本
の
成
立
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
見
ら
れ
、
西
野
本
は
近
世
に
お
け
る
注
釈
的
成
果
を
、

さ
な
が
ら
一
大
集
成
し
た
観
が
あ
る
。
当
国
風
土
記
注
釈
史
の
大
き
な
研
究
課
題
は
、
西
野
本
の
成
立
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
文
化
・
文
政
期
の
本
文
研
究
を
明
確
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
の
目

的
も
ま
た
こ
こ
に
あ
り
、
以
下
、
披
斎
の
研
究
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
こ
う
。

三

さ
て
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
書
き
入
れ
の
検
討
を
通
し
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
但
し
、
全
て
を
検
討
す
る
訳
で
は
な
く
、
問
題
の
あ
る

近
世
に

お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成



近
世
に

お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成

も
の
を
中
心
に
み
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
他
郡
記
述
引
用
の
四
例
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
要
な
も
の
は
な
い
の
で
、
文
字
批
判
・

他文
献
引
用
・
異
本
校
合
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
。

A
、
文
字
批
判

　
こ
の
書
き
入
れ
の
殆
ど
は
、
「
A
恐
B
」
（
A
お
そ
ら
く
B
）
と
い
う
形
で
、
本
文
に
問
題
の
あ
る
文
字
A
の
校
訂
案
B
を
頭
書
す
る
も

の

であ
る
。
そ
の
際
、
本
文
文
字
A
の
右
に
圏
点
を
付
し
て
そ
れ
を
示
す
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
校
訂
案
の
結
果
の
み
を
示
し
た
も

の

であ
り
、
そ
の
論
証
過
程
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
お
む
ね
漢
字
の
訓
詰
に
基
づ
く
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
い

く
つ
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
字
批
判
と
、
西
野
本
の
本
文
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
八
十
六
例
の
一
致
を

見
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
は
、
誤
写
の
指
摘
と
し
て
ほ
ぼ
定
説
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
改
め
　
　
　
　
一

て

検
討
対象
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
西
野
本
が
狩
谷
本
の
説
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
西
野
本
の
形
成
を
考
え
る
と
き
に
は
　
　
　
6

問
題
と
な
ろ
う
。
西
野
本
の
頭
注
を
見
る
と
、
狩
谷
本
の
引
用
が
一
箇
所
で
は
あ
る
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
の
検
討
　
　
　
一

課
題と
し
た
い
。
次
に
、
書
き
入
れ
の
中
に
は
、
脱
文
推
定
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
他
に
資
料
が
な
い
の
で
、
検
討
が

困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
省
い
て
ゆ
く
。
そ
の
よ
う
に
し
て
書
き
入
れ
を
吟
味
し
た
結
果
、
次
の
五
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ

れら
は
、
狩
谷
本
独
自
の
説
で
あ
り
、
し
か
も
、
通
説
と
は
異
な
っ
た
見
解
を
示
し
か
つ
狩
谷
説
が
有
力
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れら
の
説
に
こ
そ
披
斎
の
研
究
の
特
徴
が
、
よ
く
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
、
ま
ず
、
該
当
の
本
文
を
掲
出
し
、
次
に
カ
ッ
コ

に

入
れ
て

文
字
批
判
書き
入
れ
を
挙
げ
、
そ
の
丁
数
及
び
古
典
大
系
本
頁
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
一
、
但
東
峰
四
方
盤
石
、
昇
降
決
屹
。
（
決
吃
、
恐
映
礼
。
高
下
不
平
顔
、
見
呉
都
賦
、
鵬
鳥
賦
。
四
丁
ウ
ラ
。
四
十
頁
。
）

こ
の
句
に
付
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
西
野
本
で
は
、
「
決
屹
」
を
可
と
し
、
『
風
土
記
集
』
（
植
木
直
一
郎
氏
注
、
以
下
植
木



注
）
こ
れ
に
従
う
。
秋
本
吉
郎
氏
は
古
典
大
系
本
（
以
下
、
秋
本
注
）
に
お
い
て
「
峡
屹
」
と
し
、
久
松
注
も
従
う
。
飯
田
瑞
穂
氏
は
『
茨

城県
史
料
・
古
代
編
』
（
以
下
、
飯
田
注
）
に
お
い
て
、
液
斎
の
書
き
入
れ
説
を
支
持
し
、
そ
の
後
の
注
釈
書
の
本
文
は
披
斎
説
に
基
づ
い

て

解
釈
す
る
方
向
に
向
い
て
い
る
。
こ
の
書
き
入
れ
は
、
そ
の
根
拠
を
『
文
選
』
に
求
め
、
さ
ら
に
そ
の
訓
詰
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

すな
わ
ち
「
高
下
不
平
顔
、
見
呉
都
賦
、
鵬
鳥
賦
。
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
角
川
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
『
日
本
書
紀
・
風
土
記
』
で
は
、
こ
の

説
に
よ
り
「
ナ
ダ
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
訓
読
す
る
。
漢
籍
の
例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
字
批
判
は
妥
当
な
説
と
い
え
る
。
し
か
し
、

訓
詰
に

つ
い
て

は

再考
の
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
披
斎
引
用
の
「
高
下
不
平
顔
」
は
、
李
善
注
「
文
選
」
巻
五
の
「
呉
都
賦
」
を
み

て

ゆく
と
劉
淵
林
の
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
上
代
知
識
人
が
利
用
し
た
李
善
自
身
の
説
は
「
鵬
鳥
賦
日
、
映
比
無
恨
」
と
あ
り
、
「
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
）

り
な
い
さ
ま
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
李
善
の
説
に
依
る
べ
き
こ
と
か
つ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　　
二
、
狼
性
臭
情
。
鼠
窺
掠
盗
。
無
被
招
慰
。
弥
阻
風
俗
他
。
（
俗
、
恐
街
。
他
、
恐
化
。
七
丁
オ
モ
テ
。
四
十
六
頁
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　こ
の
句
の
「
他
」
字
、
菅
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
に
も
同
じ
く
「
他
」
と
あ
る
。
西
野
本
以
下
の
諸
注
釈
書
で
は
、
こ
れ
を
「
也
」
　
　
　
　
一

の

誤
写と
し
て
「
弥
阻
風
俗
也
。
」
と
し
異
同
は
な
い
。
諸
注
釈
書
の
説
は
い
わ
ば
定
説
で
あ
る
。
秋
本
注
は
「
い
よ
よ
、
ふ
り
し
わ
ざ
を

へ
だ
て
き
」
と
訓
読
し
た
上
で
、
頭
注
に
お
い
て
「
風
習
な
ら
わ
し
が
異
な
っ
て
融
和
し
な
い
。
」
と
説
明
す
る
。
他
の
注
釈
書
も
ほ
ぼ
同

じ
解
釈
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
液
斎
説
で
は
「
弥
阻
風
化
。
」
と
な
り
、
「
ま
す
ま
す
朝
廷
の
教
化
を
阻
む
」
意
と
な
る
。
解
釈
の
上

から
は
両
者
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
本
文
を
「
風
俗
」
と
考
え
る
か
「
風
化
」
と
考
え
る
か
で
あ
る
。
当
国
風
土
記

に
は
「
風
俗
」
・
「
風
化
」
の
い
ず
れ
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
言
う
と
、
ど
ち
ら
で
も
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
「
風
俗
」

の

他例
が
す
べ
て
、
当
国
風
土
記
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
風
俗
諺
（
説
）
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
、
注
記
形
式
の
用
語
で
あ

る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
、
「
風
化
」
の
他
例
が
、

　
　
何
神
誰舐
、
不
従
風
化
。
（
行
方
郡
）

近世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成



近世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成

と
あ
る
よ
う
に
、
朝
廷
の
教
化
に
従
わ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
も
「
風
化
」
で
あ
る
可
能
性

は
高
い
と
思
う
。
む
ろ
ん
、
今
の
段
階
で
は
こ
の
説
を
妥
当
と
す
る
に
は
、
な
お
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
通
説
と
比
較
検

討
する
価
値
の
あ
る
説
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
校
訂
案
は
、
彼
の
研
究
方
法
を
端
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
す
な

わ
ち
、
合
理
的
に
本
文
批
判
を
お
こ
な
う
態
度
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
裏
に
は
、
漢
文
に
対
す
る
深
い
理
解
と
、
当
国
風
土
記
本
文
の
性

格を
重
視
す
る
態
度
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　三
、
随
波
逐
湖
、
嶋
杵
唱
曲
。
（
嶋
、
恐
鳴
。
十
四
丁
オ
モ
テ
。
六
十
頁
。
）

　こ
の
句
の
解
釈
は
、
西
野
本
が
、
「
杵
島
唱
曲
」
と
校
訂
し
て
以
来
定
説
化
し
て
い
た
。
西
野
本
の
説
が
、
伴
本
の
書
き
入
れ
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
一
）

こ
と
、
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
西
野
本
の
校
訂
本
文
は
、
現
代
の
古
代
歌
謡
論
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
飯
田
注
　
　
　
　
一

が
狩
谷本
の
校
訂
を
是
と
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　随波
逐
潮
、
鳴
杵
唱
曲
。
（
湖
は
、
潮
の
誤
写
と
す
る
）
「
杵
を
鳴
し
て
曲
を
唱
ふ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

を
本
文
と
し
た
。
前
後
の
文
脈
・
漢
語
の
訓
詰
・
対
句
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
考
え
て
、
狩
谷
本
の
書
き
入
れ
と
そ
れ
に
基
づ
く
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
十
二
）

田

注
の

校
訂
が
妥当
だ
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
句
に
つ
い
て
は
従
来
の
解
釈
を
見
直
し
、
狩
谷
本
の
説
に
依
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
、
披
斎

説
は

た

い

へ
ん

地味
な
校
訂
案
で
あ
り
、
常
陸
国
に
遠
く
肥
前
国
の
歌
謡
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
伴
本
・
西
野
本
の
説
と
、
対
照
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
文
脈
の
解
釈
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
き
、
伴
本
以
下
の
説
は
狩
谷
本
の
説
に
遠
く
及
ぼ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り

　
　四
、
天
之
大
神
、
宣
中
臣
巨
狭
山
命
、
今
社
御
船
者
。
（
今
社
、
恐
令
仕
。
或
、
令
、
作
。
十
八
丁
オ
モ
テ
。
六
十
八
頁
。
）

　こ
の
本
文
、
諸
説
あ
り
い
ま
だ
定
説
を
み
な
い
。
西
野
本
は
「
今
社
御
船
者
」
と
し
、
写
本
の
本
文
を
踏
襲
す
る
。
植
木
注
・
久
松
注
・

角
川
文
庫
本
（
小
島
理
禮
氏
注
）
は
、
こ
れ
を
支
持
す
る
。
秋
本
注
は
「
今
仕
御
船
者
」
と
し
、
講
談
社
学
術
文
庫
本
（
秋
本
吉
徳
氏
注
）



は
こ
れ
に
よ
る
。
飯
田
注
は
狩
谷
本
書
き
入
れ
に
よ
り
「
令
仕
御
船
者
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
十
分
に
本
文
批
判
を
し
た
上
で
な
け
れ
ば

判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
文
脈
が
神
の
託
宣
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
狩
谷
本
の
説
は
諸
説
の
中
で
は
最
も
妥
当
な
説
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　五
、
其
池
以
北
、
謂
谷
会
山
。
所
有
岸
壁
、
形
如
磐
石
、
色
黄
穿
腕
。
（
腕
、
恐
脆
。
二
十
四
丁
オ
モ
テ
。
八
十
二
頁
。
）

　こ
の
本
文
も
、
い
ま
だ
定
説
が
な
い
。
西
野
本
は
「
色
黄
穿
腕
」
を
採
る
。
久
松
注
・
角
川
文
庫
こ
れ
に
従
う
。
『
常
陸
国
風
土
記
新
講
』

（井
上雄
一
郎
氏
注
）
は
「
色
黄
穿
院
」
と
し
「
色
、
黄
に
し
て
か
き
を
穿
て
り
。
」
と
訓
む
。
秋
本
注
は
「
色
黄
穿
椀
」
と
し
「
色
黄
に

し
て
あ
な
を
穿
て
り
」
と
訓
み
講
談
社
学
術
文
庫
本
は
こ
れ
に
従
う
。
飯
田
注
は
「
色
黄
穿
碗
」
と
す
る
。
狩
谷
本
本
文
に
は
「
色
黄
シ

’

ア穿
ア
ハ
腕
。
」
と
い
う
補
読
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
恐
ら
く
谷
会
山
の
土
壌
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
崩
れ
や
す
い
こ
と
を
表
現
し
た
と
み
　
　
　
　
一

る
な
ら
ば
、
狩
谷
本
の
説
は
改
め
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　以
上が
、
狩
谷
本
に
お
け
る
注
意
す
べ
き
文
字
批
判
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
披
斎
の
本
文
批
判
は
き
わ
め
て
　
　
　
一

穏
健
であ
り
、
現
在
の
通
説
を
再
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
狩
谷
本
の
本
文
的
価
値
が
、
現
在
に
お

い
ても
な
お
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

B
、
他
文
献
引
用

　
こ
れ
は
、
先
に
六
四
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
正
確
に
は
六
十
四
箇
所
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
ヶ
所
の
引
用
に
複
数
の
文

献を
引
用
す
る
場
合
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
引
用
さ
れ
た
文
献
を
引
用
回
数
の
多
い
も
の
か
ら
挙
げ
て
ゆ
く
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

　
一
、
　
和
名
抄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
三
回
）

近世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
」
注
釈
の
形
成



近世
に
お
け
る
「
常
陸
国
風
土
記
」
注
釈
の
形
成

　
二
、
　
延
喜
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
回
）

　三
、
　
国
造
本
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
回
）

　四
、
　
日
本
書
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
回
）

　五
、
　
仙
覚
万
葉
集
註
釈
所
引
風
土
記
逸
文
（
六
回
）

　六
、
　
万
葉
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
回
）

　七
、
　
日
本
後
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
回
）

　八
、
　
古
事
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
回
）

　九
、
　
釈
日
本
紀
所
引
風
土
記
逸
文
　
　
　
（
四
回
）

　十
、
　
中
山
信
名
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
回
）

　十
一
、
本
居
宣
長
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
〇

＋
二
、
続
日
本
紀
　
　
　
　
　
二
回
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　十
三
、
類
聚
国
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
回
）

　
十四
、
新
撰
姓
氏
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
回
）

　
以上
、
十
四
種
類
、
延
べ
八
十
二
回
の
引
用
を
み
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
歴
史
関
係
書
の
引
用
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
系
譜
関
係
記
事
に
関
す
る
関
心
が
高
く
、
引
用
文
の
長
さ
で
は
国
造
本
紀
が
群
を
抜
く
。
ち
な
み
に
、
伴
信
友
本
の
引
用
書

の

上位
三
文
献
を
み
て
ゆ
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
一
、
万
葉
集
　
　
（
二
十
三
回
）

　
二
、
和
名
抄
　
　
（
七
回
）

　
三
、
古
事
記
　
　
（
五
回
）



　
信友
と
披
斎
の
研
究
態
度
の
違
い
、
こ
こ
に
明
瞭
で
あ
る
。
披
斎
が
多
く
引
用
し
た
国
造
本
紀
は
、
伴
本
に
あ
っ
て
は
、
わ
ず
か
二
回

し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
伴
本
が
引
用
す
る
文
献
の
中
に
は
夫
木
抄
・
河
海
抄
な
ど
の
文
学
書
も
み
え
る
。
信
友
は
明
ら
か
に

文
学
的

研
究を
目
指
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
披
斎
は
当
国
風
土
記
を
歴
史
的
な
文
献
と
み
な
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
二
人
の
研
究
態
度
の
違
い
が
引
用
文
献
に
現
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、
文
化
・
文
政
期
に
お

け
る
当
国
風
土
記
注
釈
の
形
成
を
考
え
て
ゆ
く
と
き
、
き
わ
め
て
重
要
な
視
点
と
な
ろ
う
。

C
、
異
本
校
合

　
狩
谷本
に
見
ら
れ
る
異
本
校
合
は
、
イ
本
と
表
示
す
る
も
の
七
十
四
例
・
一
本
と
す
る
も
の
二
例
の
、
合
計
七
十
六
例
で
あ
る
。
問
題

は
、
こ
の
書
き
入
れ
が
披
斎
自
身
の
校
合
か
否
か
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
こ
れ
は
披
斎
自
身
が
校
合
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
　
　
　
一

そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H

　もし
、
披
斎
が
自
身
で
校
合
し
た
と
す
る
な
ら
、
文
化
・
文
政
期
の
当
国
風
土
記
研
究
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
こ
の
系
統
の
写
本
が
現
　
　
　
　
一

存し
て
い
る
の
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
イ
本
の
文
字
を
本
文
と
す
る
写
本
が
ま
っ
た
く
現
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
中
山
本
に
既
に
存
し
た
書
き
入
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
は
披
斎
自
身
の
研
究
に
は
直
接
繋
が
ら
な
い
も
の
と
思
う
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
本
の
文
字

の多
く
が
、
現
存
諸
本
に
み
ら
れ
な
い
単
独
異
文
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
、
挙
げ
て
み
よ
う
。
（
ま
ず
、
狩
谷
本
の
該
当

本
文を
挙
げ
、
そ
の
下
に
、
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
イ
本
の
文
字
を
示
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　　
一
、
尽
繋
茨
蘇
、
衝
之
害
疾
死
散
。
（
刺
傷
終
疾
死
イ
。
七
丁
オ
モ
テ
。
四
十
六
頁
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　　
二
、
令
水
部
新
堀
清
井
、
（
イ
元
）
出
泉
浄
香
。
（
イ
泉
遊
。
八
丁
オ
モ
テ
。
五
十
頁
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ

　
　三
、
鯉
鮒
住
之
、
萬
軽
野
二
里
（
イ
沼
水
流
瀧
軽
野
田
二
里
許
。
二
十
丁
オ
モ
テ
。
七
十
二
頁
。
）

近世
に
お
け
る
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陸
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風
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』
注
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の
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近世
に
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け
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む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
　四
、
母
驚
動
（
イ
元
）
○
取
益
投
、
○
鯛
○
子
得
昇
。
（
以
盆
数
之
神
。
二
十
三
丁
オ
モ
テ
。
八
十
頁
。
）

　他
に
も
、
単
独
異
文
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
特
に
異
同
の
大
き
い
も
の
を
挙
げ
て
み
た
。
第
四
例
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
分
か

り
に
く
い
と
思
う
の
で
、
書
き
入
れ
に
従
っ
て
イ
本
の
本
文
を
復
元
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
狩
谷

本
の
本
文
と
並
べ
て
み
る
。

　
　
母驚
以
取
盆
数
投
之
、
鰯
神
子
得
昇
。
（
イ
本
）

　
　
母
驚
動
取
益投
、
燭
子
得
昇
。
（
狩
谷
本
）

　
現
存本
と
の
違
い
が
明
ら
か
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
イ
本
の
本
文
を
継
承
す
る
写
本
は
現
存
諸
本
の
中
に
は
な
い
。
（
但

し
、
同
じ
文
字
異
同
の
注
記
は
他
に
も
あ
る
。
）
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
異
同
の
大
き
な
注
記
が
あ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
。
す
な

は
ち
、
現
在
は
伝
来
し
な
い
も
の
の
、
現
存
諸
本
と
は
系
統
を
異
に
す
る
写
本
が
か
つ
て
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
　
　
　
　
一

であ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
現
存
諸
本
に
の
み
依
拠
し
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
本
文
研
究
も
、
再
考
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
　
　
　
1
2

ち
、
こ
れ
ら
の
イ
本
注
記
に
ま
で
配
慮
し
た
本
文
校
訂
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

四

　
以上
、
狩
谷
本
の
書
き
入
れ
を
通
し
て
、
披
斎
の
研
究
の
方
法
と
注
釈
の
形
成
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
、
こ
の
本
の
価
値
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
狩
谷
本
の
注
釈
的
価
値
を
考
え
る
と
き
、
文
化
文
政
期
に
お
け
る
当
国
風
土
記
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
中
に
位
置
付
け

る
必
要
が
あ
る
。
か
か
る
立
場
か
ら
見
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
伴
信
友
と
の
研
究
方
法
と
の
際
立
っ
た
違
い
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
信
友
は
、
見

て
き
た
よ
う
に
文
学
研
究
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
歴
史
的
な
考
証
に
重
き
を
置
く
披
斎
の
研
究
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
我
々
は
、

そ
こ
に
当
国
風
土
記
に
対
す
る
当
時
の
多
面
的
な
関
心
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
者
の
注
釈
の
成
果
が
、
謂
わ
ば
相
補
的

に

機
能し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
か
か
る
研
究
の
成
果
が
、
つ
ぎ
の
時
代
の
研
究
に
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
の
で



あ
る
。
天
保
年
間
の
西
野
宣
明
に
、
一
つ
の
頂
点
を
見
る
当
国
風
土
記
の
研
究
の
芽
生
え
が
こ
こ
に
あ
る
。

　最
後
に
、
当
国
風
土
記
注
釈
史
に
関
す
る
今
後
の
見
通
し
を
述
べ
て
結
び
に
か
え
た
い
。
西
野
宣
明
板
本
は
、
そ
の
頭
注
に
異
本
校
合

の
ほ

か
他説
・
他
文
献
を
多
く
引
用
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
自
ら
繕
い
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
信
友
や
披
斎
を
は
じ

め
と
す
る
先
行
研
究
に
依
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
現
在
、
静
嘉
堂
文
庫
に
残
る
西
野
宣
明
の
自
筆
稿
本
を
み
て
ゆ
く
と
、

そ
こ
に
多
く
の
諸
説
引
用
の
跡
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
稿
の
段
階
で
添
削
を
受
け
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
流
入
し

た

他
説
の多
く
が
板
本
の
頭
注
に
定
着
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
説
の
受
容
の
あ
り
さ
ま
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
今
後
の
大
き
な

研
究
課
題
であ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
本
稿
の
題
と
し
て
掲
げ
た
、
近
世
に
お
け
る
常
陸
国
風
土
記
注
釈
の
形
成
を
明
ら
か
に

する
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

注
一
、
　
　
『
風
土
記
の
研
究
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
。
）
「
風
土
記
伝
来
考
」
三
＝
二
頁
～
三
三
六
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

注
二
、
　
拙
稿
「
伴
信
友
書
き
入
れ
本
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
鈴
屋
学
会
報
』
二
号
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

注
三
、
　
秋
本
吉
郎
氏
、
注
一
の
前
掲
書
、
「
常
陸
国
風
土
記
の
伝
播
初
期
の
系
譜
」
五
〇
一
頁
～
五
三
八
頁
。

　
　　
　
飯
田
瑞
穂
氏
、
『
茨
城
県
史
料
　
古
代
編
』
（
茨
城
県
編
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
。
）
三
〇
九
頁
～
三
一
一
頁
。

　
　　
　
林
崎
治
恵
氏
、
「
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
伝
写
に
つ
い
て
」
（
『
古
事
記
年
報
』
三
四
、
平
成
四
年
一
月
。
）

注
四
、
　
注
三
参
照
。

注五
、
　
注
三
参
照
。

注六
、
　
注
三
参
照
。

注七
、
　
　
「
常
陸
風
土
記
の
諸
本
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
研
究
』
二
七
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
。
）

注八
、
　
「
近
世
に
お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
研
究
に
つ
い
て
ー
1
資
料
編
ー
ー
」
（
一
）
『
豊
田
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
号
（
平
成
四
年
三

　
　　
　
月
。
）
・
同
（
二
）
『
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
』
四
十
一
号
（
平
成
六
年
三
月
。
）
・
同
（
三
）
『
相
愛
国
文
』
七
号
（
平
成
六
年
三
月
。
）
・

　
　　
　
同
（
四
）
『
相
愛
国
文
』
八
号
（
平
成
七
年
三
月
。
）

近
世
に

お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成



近
世
に

お
け
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
注
釈
の
形
成

注九
、
　
注
二
参
照
。

注十
、
　
拙
稿
「
『
常
陸
国
風
土
記
』
漢
語
考
証
」
（
『
風
土
記
研
究
』
十
四
号
、
平
成
四
年
六
月
。
）

注十
一
、
拙
稿
「
常
陸
国
風
土
記
『
建
借
間
命
』
説
話
の
杵
島
唱
曲
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
万
葉
』
一
二
一
号
、
昭
和
六
十
年
三
月
。
）

注十
二
、
注
十
一
参
照
。

（追記
）
狩
谷
披
斎
本
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

一
1
4一


